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�����®�������� 自治体職員・警察官採用試験における活用状況
はじめに

調査結果

自治体職員 活用状況

一般財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会では、2024年8月・9月・10月に実施した独自調査に基づき、全国の都道府県・
政令指定都市での2025年度自治体職員・警察官採用試験（2024年度実施）におけるTOEIC® Program※のスコア取得者に対する優遇
措置をまとめました。
調査方法につきましては、全国の都道府県・政令指定都市の各自治体職員・警察官採用担当部署に対して電話とFAXまたはメールに
よる調査を行いました。優遇措置の詳細は、必ず各自治体が発行する選考試験要項などでご確認くださいますようお願いいたします。

【回答数】 自治体職員︓ 11 件（都道府県９件・政令指定都市 2 件）

※ 自治体職員、警察官への調査は都道府県 47 件・政令指定都市 20 件のうち選考試験要項に活用の記載がある自治体を対象に実施しました。
※ 「活用状況」には、活用のある都道府県・政令指定都市のみ記載しています。
※ 「基準スコア」欄で、テスト名の記載がない場合は、TOEIC® Listening & Reading Test のスコアです。 
※ 「基準スコア」及び「活用方法」欄は、各自治体にご回答いただいた内容ならびに選考試験要項・ホームページの内容をできるだけ忠実に記載しています。

都道府県・
政令指定都市名 基準スコア 活用方法

警察官       ︓40 件（都道府県 40 件）

※TOEIC® Program：TOEIC® Listening & Reading Test（TOEIC L&R）、TOEIC® Speaking & Writing Tests（TOEIC S&W）、
     　　　　　　　   TOEIC Bridge® Listening & Reading Tests（TOEIC Bridge L&R）、TOEIC Bridge® Speaking & Writing Tests（TOEIC Bridge S&W）
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【大学卒業程度(早期枠・通常枠)】2次試験の総合得点に早期枠受験者は7点加点、通常枠受験者は6点加点

【秋季Ⅰ種（行政）】最終合格者決定時の得点として評価

【Ⅰ種(行政、福祉・心理、農学、林学、水産、建築、土木〈総合〉、電気、機械・金属、化学、警察行政、情報処理〈警察〉、心理〈警察〉、化学
〈警察〉、物理〈警察〉)、Ⅰ種〔アピール枠〕(行政)、Ⅰ種〔移住・定住促進枠 前期・後期〕(行政、土木〈総合〉)、Ⅰ種〔技術先行枠〕（農学、
林学、土木〈総合〉、電気、情報処理〈警察〉、物理〈警察〉）】第2次試験の総合得点に20点加点

【Ⅰ種(警察行政、情報処理〈警察〉、心理〈警察〉、化学〈警察〉、物理〈警察〉)、Ⅰ種〔技術先行枠〕(情報処理〈警察〉、物理〈警察〉)】第2次
試験の総合得点に10点加点

【行政B[SPI方式]】第1次試験において、60点加点

【社会人経験者（行政〈地域枠を含む〉）・行政A一般方式】第1次試験において、40点加点

【技術系職種】第1次試験において、30点加点

【行政B[SPI方式]】第1次試験において、30点加点

【社会人経験者（行政〈地域枠を含む〉）・行政A一般方式】第1次試験において、20点加点

【技術系職種】第1次試験において、15点加点

【行政（社会人経験者等対象）】第1次試験に30点加点

【民間企業等経験者（行政事務）】第1次試験に8点加点

【上級〔アピール型〕（行政事務）】第1次試験に6点加点

【民間企業等経験者（行政事務）】第1次試験に4点加点

【上級〔アピール型〕（行政事務）】第1次試験に3点加点

【大学卒業程度】第1次試験において20点加点

【特別枠・スポーツ特別枠】第1次試験において10点加点

【大学卒業程度】第1次試験において10点加点

【特別枠・スポーツ特別枠】第1次試験において5点加点

【大学卒業程度（「行政」及び「警察行政」）・高校卒業程度（「一般事務」及び「警察事務」）・民間企業等経験者対象 上期/下期（「行政」）・
就職氷河期世代（「一般事務」)】第1次試験において20点加点（IPテストを除く）

【大学卒業程度】第一次試験の教養試験において10点加点

【上級（大学卒業程度）の事務（行政B）】第二次試験で10点加点

780以上

730以上

【社会人経験者（行政〈国際・観光〉）】受験資格の一部

【大学卒業程度】第1次試験で行政に12点、行政以外に9点を加点



警察官 活用状況
都道府県名 基準スコア 活用方法
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【警察官A・B】第1次試験の教養試験点数に資格などに応じた加点措置を行う

【警察官A・B】第1次試験の得点に3点加点
【警察官A・B】第1次試験の得点に2点加点

【警察官A・B】第1次試験において10点加点

【警察官A・B】申請に基づき、審査を行った上で第1次試験の得点に5点加点

【警察行政職員（大学卒業程度）】第2次試験の総合得点に6点加点
【警察官Ａ・女性警察官Ａ】第2次試験の総合得点に6点加点

【高校・大学卒業者、特別区分】第1次試験で30点加点
【高校・大学卒業者、特別区分】第1次試験で20点加点
【高校・大学卒業者、特別区分】第1次試験で10点加点
【Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類】第1次試験の教養試験得点に5点加点（第1次試験日から2年以内に実施された試験に限る）

【警察官A・B】申請により第1次試験の得点に5点加点

【Ⅰ類、Ⅲ類】第1次試験において所持する資格経歴等についての評定を行う

【警察官A・B】第1次試験で一定の加点をする

【警察官A・B】資格に応じて合計最大10点加点

【警察官A・B】第1次試験の得点に成績に応じて一定点を加点

全ての試験区分において第2次試験の総合得点に10点加点
全ての試験区分において第2次試験の総合得点に5点加点
【警察官A（男性・女性／情報技術を除く）・B】第1次試験で5点加点
【警察官A（男性・女性／情報技術を除く）・B】第1次試験で3点加点
【警察官A・B、警察行政職員（大学・高校卒業程度）】第1次試験の教養試験点数に32点加点
【警察官A・B、警察行政職員（大学・高校卒業程度）】第1次試験の教養試験点数に24点加点
【警察官A・B、警察行政職員（大学・高校卒業程度）】第1次試験の教養試験点数に16点加点
【警察官A・B、警察行政職員（大学・高校卒業程度）】第1次試験の教養試験点数に8点加点

【警察官A・B】第1次試験の教養試験の得点に最大5点加点（IPテストを除く）

【警察官A・B一般区分及び情報処理区分】第1次試験において最大24点加点

【警察官A・B】第1次試験において最大5点加点

【警察官A・B】第1次試験（教養試験）に加点を行う

【警察官A・B】第1次試験においてスコアに応じて一定点を加点（最大10点）

【警察官（巡査）（自己推薦方式）】期待する人材の一例

教養試験において一定点を加点（IPテストを除く）

【警察官A・B】第１次試験の総合得点に20点を上限として加点
【警察官A・B】第1次試験において基礎能力試験の合格基準を満たした者に50点加点
【警察官A・B】第1次試験において基礎能力試験の合格基準を満たした者に40点加点
【警察官A・B】第1次試験において基礎能力試験の合格基準を満たした者に30点加点

【警察官（男性）、警察官（女性）のみ】第1次試験において10点加点

【警察官（大学卒・高卒程度）】第1次試験において点数に応じて一定点を加点

【警察官A・B】第1次試験に5点加点

【警察官A・B】第1次試験の教養試験得点に5点加点

【警察官A・B】第１次試験にて5点加点

【警察官（大学・高校卒業程度）】第1次試験の教養試験得点に40点加点（IPテストを除く）
【警察官（大学・高校卒業程度）】第1次試験の教養試験得点に30点加点（IPテストを除く）
【警察官(大学卒・高校卒程度)】第1次試験に5点加点

【警察官C[専門捜査官(経済・語学・情報工学)]】求める知識・能力又は経験等のレベル

【警察官A・B】第1次試験に上限10点加点

【警察官A・B】第1次試験において20点加点（IPテストを除く）
【警察官A・B採用共同試験及び大分県警察官A・B（女性）採用試験】第1次試験に10点加点
【警察官A・B採用共同試験及び大分県警察官A・B（女性）採用試験】第1次試験に5点加点
【警察官A・B（男性・女性）】加点申請をして証明書類を確認できた場合に、第1次試験に5点加点
【警察官A・B（男性・女性）】加点申請をして証明書類を確認できた場合に、第1次試験に2点加点
【警察官A・B】第1次試験に3点加点（IPテストを除く）

【警察官A・B】加点対象

【警察官A・B】第1次試験の教養試験において資格に応じて加点（IPテストは対象外）

【警察官A・B】第1次試験の得点に20点加点
【警察官A・B】第1次試験の得点に8点加点
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【お問い合わせ（団体専用）

TOEIC 団体受験

https://www.iibc-global.org/
toeic/corpo/inquiry.html

】

「TOEIC® Tests」と「TOEIC Bridge® Tests」からなる「TOEIC® Program」は、年間約14,000団体、世界160カ国で利用されています。
2023年度は日本だけでも約3,100以上の企業・団体・学校に活用されています。

英語能力の向上を目指す、すべての方へ。英語能力測定のグローバルスタンダードです。

https://www.iibc-global.org/toeic/corpo/inquiry.html
https://www.iibc-global.org/



